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神山ＳＴＹＬＥ２０３０「充実期」の始動 

 

いつの時代も、大学には、「知」や「人」をむすび、全人類の平和と幸福に寄与・貢献していくことのできる人

材、すなわち「将来の社会を担って立つ人材」をうみだすことが期待されています。また、先進的な教育・研究を

推進し、その成果を社会にむすび、実装していくことを通じて、新たな価値をうみだすことも求められています。 

京都産業大学は、創立 50周年を迎えた 2015（平成 27）年に、15年後となる 2030（令和 12）年においても日本

を代表する私立大学の一角を担う存在であり続けるため、社会からの要請を踏まえて積極的に取り組むべき施策

を、中期事業計画「神山ＳＴＹＬＥ２０３０」としてまとめました。あわせて、産業を「むすびわざ」と読みとく

本学は、建学の精神を原点とする大学像「むすんで、うみだす。」、育成する学生像「むすぶ人」を掲げました。 

本計画は、2030年までの 15 年間を５年ごとに「改革期」「発展期」「充実期」の３期に分けて進行しており、

2026（令和８）年度からは第３期となる「充実期」が始動します。 

本学は、建学の精神、大学像、学生像を基に、変革の時代にふさわしい「ＡＩ・ＤＸの教育への活用とＡＩエン

ジニアリング教育の推進」「産業に結びつく応用分野の拡充」「京都という立地を活かした国内外の地域や企業との

連携強化」「幅広い世代が大学と社会を自由に往来して学べる新たな仕組みの創出」「ダイバーシティ・エクイテ

ィ・インクルージョン推進による幸福感あふれる場づくり」の５つの柱に基づき「充実期」の計画を策定し、社会

から“選ばれる大学”としての不断の大学改革を、全学で推し進めていきます。 

 

建学の精神 
 

大学の使命は、将来の社会を担って立つ人材の育成 

 

いかなる国家社会においても、大学は最高の研究・教育の機関である。大学の使命

は、将来の社会を担って立つ人材の育成にある。 

 

その教育の目標は、高い人格をもち、人倫の道をふみはずすことなく、社会的義務

を立派に果たし得る人をつくることであり、しかもその職域が国内であろうと、海

外であろうと、その如何を問わず、全世界の人々から尊敬される日本人として、全

人類の平和と幸福のために寄与する精神をもった人間を育成することである。 

 

このような人間は、日本古来の美しい道徳的伝統を精神的基盤とし、東西両洋の豊

かな文化教養を身につけ、絶えず変動する国内情勢に関して十分な知識をもち、そ

の科学的分析によって正しい情勢判断のできる能力を備え、如何なる時局に当面し

ても、常に独自の見解を堅持し自己の信念を貫き得る人間である。 

 

かかる学生の育成が、本学の建学の精神である。 

 

大学像  むすんで、うみだす。 

「学問」と「社会」「企業」「自然」をむすぶ大学 

「京都」と「日本・世界の諸地域」をむすぶ大学 

「むすぶ人」をうみだす大学 

 

学生像  むすぶ人 

「人」と「人」をむすぶ 

「知識」と「実践」をむすぶ 

「京都」と「日本・世界の諸地域」をむすぶ 

創設者・初代総長 

荒木 俊馬 

 



方向性 

 
１．教育・学生支援 

学修者本位の教育を中核に、授業内容の充実と授業改善を推進します。修学支援・学生生活支援・入試改

革・グローバル展開・イノベーション推進・大学院強化を一体で進め、学生の満足度・愛着・進学推奨度の

向上と学修成果の可視化を目指します。 

 

２．研究改革 

研究の源泉としての基盤を強化するため、研究支援制度・体制を整備し PDCA で最適化を図ります。異分

野交流や産官学連携、共同研究の拡大、研究情報の発信・DB整備、社会実装を加速させ、外部資金獲得や研

究力評価の向上につなげます。 

 

３．社会貢献・地域連携・ステークホルダー連携 

公開講座や学びの場の整備、ボランティア等を通じて社会課題解決へ知を還元します。自治体・産業界と

の包括連携や地域協働を活性化し、教育研究の質も高めます。卒業生・同窓会、保証人等との関係を強化

し、授業参画や情報基盤整備で継続的な連携を促します。 

 

４．広報戦略 

志願者向けに来場・体験機会を増やし、大学の取組と学修環境の魅力を訴求します。高校教員向けに連携

強化や研修・セミナー等で理解と推奨を促します。一般層には認知度向上のための戦略的発信を行い、イン

ナー／アウター広報を教職員協働で進め、学内活動の可視化と活性化を図ります。 

 

５．キャンパス計画 

安心・安全と DE&Iの観点で学習環境とアクセスを点検し、健康増進、トイレ刷新、案内サイン充実など

を進めます。食の施策や交通アクセス向上、ICT／生成 AIを活用したスマートキャンパス計画も推進し、

SDGs・グローバル・カーボンニュートラルに対応したユニバーサルなキャンパス整備を目指します。 

 

６．組織・人事戦略 

急速な環境変化に対応するため、組織のスリム化、会議体の整理、計画・予算の連動などで運営を最適化

します。電子申請やデータ集約、IR利活用で意思決定の質を高め、教育・研究・事務を跨ぐ SDGs／DE&I推

進体制も整えます。人事制度は育成と評価の連動、柔軟な人材活用、教職協働を進め、挑戦を促します。 

 

７．財務戦略 

大学の永続的運営に向け、収支の適正化と中長期財務計画の策定を進めます。補助金の理解促進、資金運

用の多様化（環境債等含む）、寄付獲得の仕組み整備などで財源を拡充し、固定資産の維持管理と将来投資

を両立させます。必要に応じて CIO設置も含め、戦略的な財政基盤の安定化を図ります。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都産業大学 
 

〒603-8555 京都市北区上賀茂本山 


